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	「財政投融資を巡る課題と今後の在り方について」（平成26年6月17日付財政制度 等審議会 財政投融資分科会報告）において、中長期のリスクマネーや成長資金の供給拡大が必要とされる分野の一つとして「⑤高度成長期以降の公共インフラの更新期に向けた資金ニーズの拡大」を挙げ、その取組内容として「民間資金やノウハウを活かしつつ「インフラ投資」を推進する」ことが記載されており、その推進主体として民間都市開発推進機構（以下「民都機構」という。）が挙げられている。
	それに対応する業務として、民都機構では、都市再生特別措置法第29条第1項第1号及び第71条第1項第1号イ並びにロ（出資に係る部分を除く。）の規定に基づき、国土交通大臣の承認を受けて特定都市再生緊急整備地域等の政策区域において施行される優良な民間都市開発事業について支援を行うメザニン支援業務を実施している。
	一般に、民間都市開発事業は資金回収が長期にわたり、リスク性資金の供給が必要とされているところ、不動産業の特性から民間金融機関からの融資等のみでは十分に対応しきれず、特に長期安定的なミドルリスク資金の供給が十分ではないことから、公的な支援が必要とされている。このため、都市再生特別措置法施行規則第6条及び第27条において民業補完の原則を規定し、民間金融機関が担うシニアローンに劣後するメザニン部分に限って支援することとしている。
	以上のとおり、メザニン支援業務は、平時における公的金融機能のうち、①「民間金融市場の補完」及び②「民間では担えないリスクの負担」に資する業務であるといえる。
	該当なし
	メザニン支援業務を実施する財源を確保するため、政府保証債による資金調達が必要となるもの。
	一般に、民間都市開発プロジェクトは資金回収が長期にわたり、長期資金の必要性が認められることから、審査基準（1）「長期資金の必要性」に合致する。
	また、メザニン支援業務はミドルリスク資金の供給を行うものであることから、政府保証の付与がなければ、リスクプレミアムが加味されて資金調達コストが高くなり、政策目的の達成に多大な支障をきたすことから、審査基準（2）「政府保証の付与が無ければ、リスクプレミアムが加味されて資金調達コストが高くなり、政策目的の達成に多大な支障をきたすこと」に合致する。
	政府保証債の発行額に関しては、具体的な支援相談を受けている事業に係る支援見込額等を考慮し、当該資金需要に対応することが可能な額として600億円を要求することとしている。
	8年度に5年未満の政府保証借入の活用想定案件があり、メザニン支援業務を実施する財源を確保するため、政府保証借入による資金調達が必要となるもの。
	なお一般に、民間都市開発プロジェクトは資金回収が長期にわたり、長期資金の必要性が認められるが、民間都市開発事業者の調達ニーズに合わせて期間5年未満の政府保証借入を活用する場合がある。
	メザニン支援業務を実施する財源を確保するため、政府保証借入金による資金調達が必要となるもの：100億円。
	令和6年度末のメザニン支援業務の貸付残高は18件・1,754億円である。総資産に対する正味財産の比率は約7.3％、当期経常増減額は約259百万円増を確保しており、決算上の懸念はない。
	○資産
	総資産の金額は約1,895億円。うち1,754億円がメザニン支援業務貸付金。
	○費用
	○収益

